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 歯周疾患の進行により, 上皮付着が破壊され歯周ポケットが形成される。 歯周ポケットを除去
 し, 結合緯織1生再付着を期待した際, 上皮と第2セメント質の再生速度が開題となる。 もし, 上
 皮の再生速度が第2セメント質のそれより大きければ, 結合維織性再付着の幅は狭いものとなる。
 この研究の目的は, 歯周組織に加えた外科的侵襲及び歯周ポケットの残存が, 根掻に添加する
 第2セメ ント質の添加速度にどのような影響を与えるか, また歯槽骨の再生が, セメント質の再
 生に どのような影響を与えるかを明 らかにすること であ る。
 実験には, 健康な歯周状態をもつ成犬26頭を用い, ∫3, C, Pi について観察を行った。
 実験方法としては, 槽側歯肉を剥離したのち, 歯槽骨を外科的に4×4繊 削除し, 歯根面を露
 出させ・ 削除底部に# 殆 ラウン ドバーで凹型マークをつけた。 その後, アルミ箔を挿入せず1～
 25 週間観察 したもの (1 群) 歯槽骨再生を掴制する目的でアルミ箔を挿入し1 ～42 週間観察 した
 もの (慧 群), 1～3週間アルミ箔を挿入後, アルミ箔を除去 し歯肉剥掻爬術後13～15週間観察し
 たもの (擢群) の3群に分けてそれぞれ組織像を経時的に観察 し, 以下の結論を得た。
 1. 今回の実験操作で, イヌの全身状態には特に異常は認められなかった。
 2. 鑑 欝群ではアルミ箔を包み込むように 根尖側及び近・遠心側から, CEJ 付近まで肉芽組
  織が突畠侵入 していた。
 3. 炎症像は, 1群の3週目以降, il群の7週目以降には認められず, 屠殺時に組織像をみた
   1巨群においてもみられなかった0
 4. 上皮組織の深行増殖は1群及び難群では, ほとんど CEJ 付近で止っており, H群ではアル
   ミ箔を包み込むように上皮組織が侵入しているのが観察された。 しかし, 著明な歯周ポヶ
   ッ ト形成は3群とも認め られなかった。
 5. 藝群における歯根膜線維の走行は, 1群より遅れて正常配列に復帰した。
 6. 歯根吸収の発現する部位, および実験期闘と歯根吸収の発現頻度はいずれの実験群間にお
  いても関連性は認め られなかった。
 7. 第2セメント質の添加は, 凹型マークからCEJまでは3群とも日数を経るにつれ, マー
  クを中心と し歯冠および根尖側へ向けて添加の蠣が広がっていた。 凹型マーク内の添加は,
  アルミ箔挿入の有無による影響をほとん ど受けなかっ た。
 8. 歯槽骨再生の高さは, 全例において経日的に増加していた。 しかし, アルミ箔挿入により
  抑制を受けた。
 9. 第2セメ ント質添顔量と歯槽骨再生速度との問に関連性はみ られなかった。
審査結果要旨
 歯肉弁剥離掻爬術を施すとき, ルート・プレーニングをすることにより露 患セメ ント質を全て
 削除する方法が一般に行なわれているが, 術後の治癒過程に離し歯周ポケットおよび 露塵 したセ
 メ ント質の 一部 が残存することによる影響についての議論 は定まつ ていない。
 本論文は実験的に作製 した イ ヌの露出根面とその周辺において 種々の機械的侵襲が歯周組織の
 治癒に及 ぼす 影響を主と して病理緯織学的方法で調べたものであ る。
 機械的侵襲として, 著者は, 歯肉を剥離してから根面を覆う歯槽骨の一部を則除し, 根面の最
 深部に凹型マークをつけたのちそこにアルミ箔を置いて歯肉弁を戻す方法を採っ てい る。
 実験に用いたイヌ26 頭は, 根の一部を露出 したのちアルミ箔を挿入せずに直ちに弁をもどした
 1群 (16 個所), アルミ箔を入れて弁をもどした嚢群 (22 個所), 一定期間アルミ箔を入れておい
 た後それを除去 し, 再び歯肉剥離掻爬術を した欝群 (12 摘房) とに分けて比較 している。
 炎症性細胞の出現状況は, 1群では3週目でほとんど消失していたのに対 し, 嚢群では7週農
 まで残存することをみており, 斑群では全例にほとん ど存雀 していなかったことを観察している。
 1群と阻群における上皮性細胞の深行増殖は, 最も深いものでも セメ ント・エナメル境界の下方
 0. 2簾 以内であったのに対 し, 豆群の一週間日ではアルミ箔の外側にそって生 じた深行増殖を認め
 ており, アルミ箔の内側では周臨より肉芽が突徴する所見を得ている。
 セメント質の添加状況では, 1・ 卜 難群のいずれにおいても大きな差を認めず, 主として無
 細胞性 セメ ント質が2週目か ら添加 しは じめその厚さは 経日的に増加することをみている。 露撮
 根面の最深部につけた 潤型マーク部では, i・豆。猟群間に明確な相違はないものの時として歯
 槽骨とセメント質との癒着, 有細胞性セメント質の添加などが生 じることを観察している。 歯槽
 骨の再生については, 各群とも2週醸よりみており, 豆群では1群の V2 程度の厚さであり, そ
 の高さは 15 週を過ぎるとほぼ一定の し・ベル, すなわち1群の 2/3程度になることをみている。
 以上の結果は, 種々の程度の機械的侵襲に対する歯周組織の反応を歴日的に詳細に 追求 したも
 のであり, 今後, 臨床において術式の改善を進めていく上で極めて有意義な知見である。 よって
 本論文は学位授与に十分値するものと認める。
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